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 バルーン大会のＣＯ２排出対策  環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

大会競技から発生するＣＯ２の吸収源対策 

平成 22 年度から大会競技で発生する CO2の吸収源対策とし

て、佐賀バルーンフェスタ組織委員会と熱気球大会佐賀運営委員

会が連携して植樹を行っています。 

毎年、バルーンパイロットなどが参加して、桜の木の植樹を行
っています。 

 
平成 2６年度は平成 2７年２月に実施 

 CO2の発生 
・バルーンの燃料使用 

・競技用車両の走行 

⇒約400トンを排出 

ＬＰガスの使用 

 

来場者の自動車利用による CO2排出を削減するため、パンフレットや雑誌記事、広報番組など

で公共交通機関を使った来場を呼びかけました。 

 

【写真】バルーンのパイロットらによる植樹 

 

JＲバルーンさが駅 

（大会期間中の臨時駅） 

 

 シャトルバス 

 
自動車で混雑している

バルーン大会駐車場 

 CO2の吸収 

・植樹（バルーニスト、

市民ボランティア） 

公共交通機関の利用促進 

晩秋の佐賀平野の空に 100 機を超えるバルーンが集まる「佐賀インターナショナルバルーン 

フェスタ」は、例年、国内外から８０万人以上のお客様が訪れるアジア最大の熱気球大会です。 

この大会の開催による環境への負荷を軽減するために、次のような取り組みを行っています。 

 


